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PTA役員研修会　開催
　単位ＰＴＡの活動に役員や教職員として関わる皆さんを対象に、ＰＴＡ活動を楽しく有意義なものにしていくため
のさまざまな学びを提供する「ＰＴＡ役員研修会」が開催されました。令和７年度は全体会と分科会の二部形式で実
施。４つの分科会で、テーマについてより深めていくことができました。

　
４
月
13
日
、
朝
倉
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

（
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
）
に
て
、
令
和
７
年
度
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体

会
で
は
、
福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
県
Ｐ
）
の

元
会
長
・
西
村
澄
子
さ
ん
が
「
は
じ
め
ま
し
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
！ 

〜
楽
し
む
為
の
活
動
ポ
イ
ン
ト
〜
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
初
の
県
Ｐ
女
性
会
長
と
な
っ

た
西
村
さ
ん
は
、
学
校
や
家
庭
の
声
に
耳
を
傾

け
、「
単
Ｐ
に
近
い
県
Ｐ
」
を
目
指
し
た
組
織
づ

く
り
に
ま
い
進
。
そ
の
経
験
を
ふ
ま
え
、「
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
多
様
な
価
値
観
を
も
っ
た
異
業
種
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
集
ま
り
。
学
び
合
っ
て
成

長
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
も
多
く
の
温
か
い
大

人
に
見
守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ら
で
は
の
良
さ

を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
期
間
限
定
を
楽
し
む
」

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
チ
ー
ム
。
一
人
で
や
ら
な
い
」な
ど
、

活
動
を
楽
し
む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
も
指
南
。
新

た
に
役
員
に
な
っ
た
方
々
に
と
っ
て
、
今
後
の

活
動
の
見
通
し
が
も
て
る
前
向
き
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
満
載
の
講
演
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
、

多
様
な
大
人
に

見
守
ら
れ
る
安
心
感
を

全体会

分科会
質疑やグループワークでテーマを深めた４つの分科会 参加者レポート

第1分科会
◎PTA運営
　～誰のためのＰＴＡ　何のためのＰＴＡ　目指したいPTAの組織と運営～
長崎県ＰＴＡ連合会 前会長　山本道雄氏による講演とグループディスカッション

　昨今、ＰＴＡに対してさまざまなご意見をいただいていますが、ＰＴＡ
とは何か、また何を目的として活動しているかを明確にするために、目
標設定と現在行っている各種行事の必要性などを再確認するための手
法を学ぶことができ、参加者からも大変ご好評をいただきました。参
加者が、それぞれの立場で「単位ＰＴＡ」という組織をつくりあげるため
の一助となる、有意義な研修となったのではないかと考えます。

（R６　総務委員長　鍋山義幸）

第2分科会
◎広報紙づくり研修会 ～広報紙は気づきと築き～
日Ｐ広報紙コンクール受賞校インタビュー（糸島市立前原南小
父母教師会＆宇美町立桜原小ＰＴＡ）とグループディスカッション

　受賞校インタビューでは、参加者が気になること、工夫点、広報紙が
アルバムのようにならないようにするアイデアなど、実践的なヒントが
多く参考になりました。グループ討議では各校が広報紙を持ち寄り、多
様な考え方や工夫に触れることができました。広報紙をやめてSNSや
YouTube配信をする学校や、次期PTA役員のための活動広報紙を作
成する学校もあり、時間が足りないと言う声があがるほど盛り上がりま
した。　　　　　　　　　　　　　　（R６　広報委員　野上美徳）

第3分科会
◎これからのＰＴＡ ～任意加入について考えよう～
県内の加入状況及びガイドラインの活用について／
福岡県ＰＴＡ連合会会長説明

　福岡県内の小・中学校等を対象にＰＴＡの任意加入に関する調査を
実施。その結果とガイドラインに基づき研修を行い、任意加入の考え
方や必要な手続きを共有しました。参加者の皆さんに理解を深めてい
ただくこと、円滑なPTA運営ができることを目指しました。

（R６　安全・調査委員長　久保貴弘）

第4分科会
◎SNSトラブルの対応について
NPO法人子どもとメディア
インストラクター　江頭久美氏による講演

　講演は、インターネット等の歴史の説明からはじまり、世界のSNSや
タブレット学習の現状などを抑えつつ、SNSのトラブル対応について教
えていただきました。講演について出席者の多くが満足しており、SNS
関係への関心の強さを感じました。時間が短かった、ぜひ学校に講師
として来てほしいなどの意見が出ていたので、ぜひ各単位PTAでも同
様の研修を開いていただけたらと感じました。

（R６　家庭教育委員長　本村慎太郎）

「ＰＴＡ活動は
メリットがいっぱい」
と笑顔で語る西村さん
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PTA活動へのご尽力ありがとうございます。
令和6年度のPTA活動で、感謝状や表彰状を受けられた皆さんは次のとおりです。（敬称略）

■福岡県教育委員会から感謝状を受けた個人
副会長…杉山美智子、藤野　勇、平嶋祐介、荒瀬斉志、石井亮多、永田健一、吉
本光博、岩谷裕子、山下鉄平　理事…久保貴弘、焼山純一、肥山浩三、本村慎太
郎、平野幸磨、志道吉和、大谷仙覚、村上忠輔、鍋山義幸、森山真実、江上征
一、藤井浩彦　監事…大藪耕士、香月まゆみ
■県Pから感謝状を受けた団体
（ブロックPTA研修会実施連合会）
福岡ブロック　筑紫区小学校PTA連合会、北筑後ブロック　朝倉郡PTA連合会、
南筑後ブロック　大牟田市立小･中･特別支援学校PTA連合会、北九州ブロック　
遠賀郡PTA連合会、筑豊ブロック　田川郡PTA連合会、京築ブロック　行橋市
PTA連合会
■県Pから表彰状を受けた個人並びに団体
＜個人＞（単位PTA会長３年以上、又は区市郡Ｐ連会長２年以上、あるいは母親
代表２年以上で退任の方）
◎福岡ブロック
宗像区…地島小　橋本 勝、河東中　石田龍平　糟屋区…新宮北小　山﨑公
子、新宮東中　髙津レミ　筑紫区…大野東小　牛島忠彦、天神山小　本田利
憲、水城西小　岡 光幸、春日北中　奥田大輔、春日中　松藤 司、大利中　木
村寛人、二日市中　池田隆浩、那珂川中　岩重雅夫、那珂川北中　明星孝一　
糸島市…波多江小　中尾正俊、前原東中　中原理臣
◎北筑後ブロック
久留米市…山川小　山田健二朗、青峰小　嶋田 優、上津小　角 大倫、荒木
小　古賀勇一郎、安武小　森山慶一、大善寺小　森 竜洋、西牟田小　田添和
夫、江南中　田住和也、櫛原中　山下秀雄
◎南筑後ブロック
大川市…大川市P連　井手上美穂、大川桐薫中　武下史浩、大川桐英中　田中
幸道　柳川市　城内小　松岡尚志、中島小　松藤雄記、東宮永小　西田健一
郎、三橋中　大渕教志　大牟田市…大正小　平湯 聡、白川小　平田裕作、羽
山台小　永川俊彦、吉野小　佐野裕昭、松原中　牧薗幸司、甘木中　髙井良直
也
◎北九州ブロック
遠賀郡…吉田小　江口史朗、海老津小　石田興三、広渡小　富丸功児、水巻中
　岩本浩司、岡垣中　中野直純、中間市　中間北小　阿部昭広　直方市…福地

小　山﨑俊一、直方第一中　大友顕立、直方第二中　柏木 愛　鞍手区…小竹
西小　宮嶋 亮、宮若東中　遠藤大祥
◎筑豊ブロック
田川郡…大任小　安武友也、大任中　爪田英樹　田川市…田川東中　赤松章太
郎　飯塚市…大分小　鈴木力和、八木山小　大久保真也　嘉麻市…碓井義務教
育　髙松美紀、稲築西義務教育　大力智司、上山田小　大田一樹
◎京築ブロック
京都郡…久保小　小松幸久、犀川中　田中章裕、豊津中　大崎一貴　行橋市…
泉小　藤原健太郎、稗田小　白石裕輔、椿市小　髙岡宏信、蓑島小　田中優
子、行橋北小　𫝆倉士郎、中京中　増尾英治　築上郡…築城小　𠮷本康一
＜同＞（各ブロックP連の推薦による）
◎福岡ブロック…筑紫区　山家小　荒瀬斉志　◎北筑後ブロック…朝倉郡　中
牟田小　石井亮多　◎南筑後ブロック…大牟田市　橘中　永田健一　◎北九州
ブロック…遠賀郡　芦屋東小　吉本光博　◎筑豊ブロック…田川郡　香春思永
館　岩谷裕子　◎京築ブロック…行橋市　行橋小　山下鉄平
＜団体＞ （各区・市・郡P連の推薦による）

宗像市立中央中学校PTA、久留米市立大善寺小学校PTA、筑後市立筑後小学校
PTA、大川市立大川小学校PTA、みやま市立山川中学校PTA

■九州ブロックPTA協議会　きらりと輝く九州人大賞
＜大賞＞新宮町立立花小学校PTA推薦　枝松俊雄
＜福岡県PTA連合会会長賞＞宗像市立自由ケ丘小学校PTA推薦　荒木慶行
■県Pから感謝状を受けた個人
（会長・副会長・理事・監事・委員の退任者）
副会長…杉山美智子、藤野 勇、平嶋祐介、荒瀬斉志、石井亮多、永田健一、吉
本光博、岩谷裕子、山下鉄平　理事…久保貴弘、焼山純一、肥山浩三、本村慎太
郎、平野幸磨、志道吉和、大谷仙覚、村上忠輔、鍋山義幸、江上征一、藤井浩
彦　監事…大藪耕士、香月まゆみ　委員…永原弘貴、久我尚史、松岡尚志、清原
一樹、森部麗華、山之内千恵、宮城 強、河野泰紀、尾﨑貴裕、野田優作、早野
公子、川原千恵香、城戸昭彦、浦 竜臣、岩重雅夫、野上美徳、亀澤秀美、小田
珠樹、大場祐子、山口由貴、尾畠義弘、市川 修、稲永隆一、松岡孝仁、木原悠
介、髙田慶子、中村敬子、塩田昌伸、小林広史、中原理臣、森 竜洋、中尾 仁、
内田明子、田村やよい、鳥羽和毅、田中啓吾、川原国章

令和6年度
6ブロック
母親代表者
研修会

　
私
た
ち
母
親
代
表
者
会

は
、
心
と
体
が
健
康
な
子
ど

も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し

て
、
食
を
見
直
す
機
会
に
な

れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
や
各
市

郡
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、

３
月
30
日
に
岡
垣
町
に
あ
る

「
食
育
体
験
フ
ァ
ー
ム
　

ほ
っ
こ
り
農
園
」
へ
実
地
研

修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当

日
は
親
子
で
の
参
加
も
あ

り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
農
園
の
「
ら
っ
ち
ょ
先

生
」
よ
り
食
品
ロ
ス
削
減
の

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
答
え

は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
、
併

設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
メ

ニ
ュ
ー
を
決
め
て
食
材
を
集

め
る
の
で
は
な
く
、
目
の
前

の
食
材
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
決

め
て
い
る
、
そ
れ
だ
け
で
削

減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
自
然
い
っ
ぱ
い
の
園
内
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
体
験
教
室
に
移

り
、
作
業
工
程
の
中
に
は
大

人
の
力
が
必
要
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
親
子
で
力

を
合
わ
せ
、
無
事
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。
で
き
た
て
の

ソ
ー
セ
ー
ジ
は
、
自
分
た
ち

で
作
っ
た
こ
と
で
よ
り
一
層

お
い
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ほ
っ
こ
り
農
園
の
５
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
「
自
然
・
食

育
・
生
命
・
感
謝
・
笑
顔
」

す
べ
て
が
詰
ま
っ
た
体
験
で

し
た
。
是
非
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

だ
け
で
な
く
、
親
子
学
習
会

に
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

（
６
ブ
ロ
ッ
ク
母
親
代
表
　

髙
田
慶
子
・
早
野
公
子
）

　４月27日、新・旧母親代表者会議が開催
され、令和６年度のメンバーから令和７年度
の新メンバーへ活動がバトンタッチされまし
た。新代表に前原東中学校・杉野彰子さん
（写真右）、副代表に波多江小学校・𠮷村純
子さん（左）が就任しました。

杉野代表（写真右）
母親代表者会の皆さんと情報交換など行い、自らも
楽しみながら有意義な活動を行っていきたいです♪

𠮷村副代表（写真左）
いろんなご縁を大切に、楽しんで、たくさんのことに
チャレンジしていきたいと思います！

母親代表者の活動が
スタートしました！

令和７年度

親子でソーセージ作り♪
岡垣町の農園で食育体験

　

水鉄砲
みたいだね！楽しいな♪

手作り
ソーセージの
できあがり！

お
肉
を
練
っ
て
、

腸
の
袋
に
詰
め
て
、

形
を
整
え
て
…
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令和
７年度

福岡県PTA連合会　定期総会　開催

令和７年度の活動がスタート！
　
６
月
１
日
、
福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
（
県
Ｐ
）
第
40
回
定
期
総
会

が
福
岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
度

の
活
動
方
針
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
「
今
を
見
つ
め
、
共
に
創
る 

〜
持
続
可
能
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
め

ざ
し
て
〜
」
。
開
会
に
あ
た
り
、

鬼
頭
良
典
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
大
切
な

も
の
、
そ
れ
は
命
。
命
の
単
位
は

〝
時
間
〞
だ
と
思
い
ま
す
。
１
分

１
秒
と
い
う
時
間
は
皆
さ
ん
の
命

そ
の
も
の
。
そ
の
大
切
な
時
間
を

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
費
や
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
」
と
語
り
か
け
、
「
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も
結
果
。
や
は
り
大
人
た

ち
が
つ
な
が
っ
て
、
楽
し
ん
で
、

そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
つ

な
が
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
楽
し
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
ま
い
進
し
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
令
和
６
年
度
の
事
業

報
告
や
決
算
報
告
、
ま
た
役
員
選

出
も
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
収
支
報
告
に
関
す
る
質
疑
応

答
で
は
、
繰
越
金
の
金
額
の
根
拠

や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

上
が
り
、
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
議
長
団
を
務
め
た
大

谷
仙
覚
理
事
が
「
子
ど
も
た
ち
の

基
礎
を
つ
く
る
の
は
家
庭
。
し
っ

か
り
と
家
庭
で
耕
し
た
心
に
、
学

校
で
は
規
律
の
種
を
、
地
域
で
は

社
会
や
歴
史
の
種
を
、
ま
た
読
み

聞
か
せ
な
ど
で
は
興
味
の
種
、
校

区
の
方
の
ま
な
ざ
し
が
安
心
安
全

の
種
を
ま
い
て
く
だ
さ
る
。
家
庭

で
は
親
が
太
陽
の
光
と
な
っ
て
、

子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
と

い
う
一
輪
の
花
が
ま
っ
す
ぐ
伸
び

て
、
き
れ
い
に
咲
い
て
い
く
と
思

い
ま
す
」
と
締
め
く
く
り
、
温
か

い
雰
囲
気
の
中
で
会
が
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

郷原 真一
（南風小）

松尾 菜美子
（福吉中）

下原 仁美
（高取小）

矢野 愛
（直方第二中）

藤原 健太郎
（泉小）

瀬戸 洋之
（前原東中）

佐藤 辰二
（本郷小）

西木戸 聡
（みさき学園）

松莊 礼誠
（直方西小）

宇留島 幸紀
（金川小）

長谷山 健二
（合岩中）

令和7年度の副会長の皆さん
よろしくお願いします！

本年度の
抱負を述べる

鬼頭会長（仲津小）

会長あいさつの全文は県Pホームページからもご覧いただけます

令和６年度のPTA活動に尽力
した方々への表彰状・感謝状の
授与のほか、広報紙コンクー
ル、「きらりと輝く九州人大
賞」の表彰式も行われました。

三木 聖隆
（御陵中）

まさたかみ き しんいちごうはら

ひと みしもはらな み こまつ お

さやかや の けん た ろうふじ わら

たつ じさ とうひろゆきとせ

ど さとしにし き あやまさまつしょう

けん じは せ やまゆきのりう る しま

月日 行事 参加者

６月１日（日）
新・旧　理事会 （県Ｐ）副会長・理事・監事
福岡県PTA連合会
第40回 定期総会 単位PTA代表１名

６月13日（金） 九州ブロックPTA協議会
総会

（県Ｐ）会長・副会長２名
（代議員）

６月20・21日
（金・土）

日本PTA全国協議会 
定時総会　研修会 （県Ｐ）会長

６月24日（火） ブロック・区市郡 
事務局長会

ブロック・区市郡P連
事務局長

６月28日（土）
第１回理事会 （県Ｐ）副会長・理事・監事

委員総会 （県Ｐ）副会長・理事・委員・
監事

７月４日（金） 学ビバ!! FUKUOKA 連絡
協議会　研修会 （県Ｐ）副会長

８月22・23日
（金・土）

日本PTA全国研究大会 
石川大会 会員

９月 陳情書手交式 （県Ｐ）総務委員長・副委員長
総務担当副会長

９月26日（金）
四Ｐ教育交流会 

（福岡県・福岡市・北九州市・
高等学校）

（県Ｐ）副会長

10月３日（金） PTA給食教室（北九州地区） 会員（北九州ブロック）
10月18・19日
（土・日）

日本PTA九州ブロック研究
大会　福岡市大会 会員

10月28日（火） PTA給食教室（福岡地区） 会員（福岡ブロック）

10～11月 第１回【市・町・村】代表者会議
（６ブロック毎の開催）

区市郡町村P連、ブロックＰ連
代表者

11月
陳情対談会 （県Ｐ）副会長

各委員会委員長
教育懇談会 （県Ｐ）副会長
校長会との意見交換会 （県Ｐ）副会長

11月12日（水） PTA給食教室（南筑後地区） 会員（南筑後ブロック）
令和８年

１月17日（土）
学ビバ!! FUKUOKA 2025
福岡県大会 会員

２月

スポーツ交流会 会員
“新”家庭教育宣言実践報告会 会員
子育て研修会 会員
子ども体験学習事業 小・中学生

３月 第２回【市・町・村】
代表者会議

区市郡町村Ｐ連、
ブロックＰ連　代表者

※ 福岡県「まなびのひろば」ブロック研修会　令和8年1月31日までに実施

令和７年度　県Ｐ　年間行事予定
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★

北九州

　北九州市に隣接する遠賀郡水巻町は、
５小２中で「みんなで育てよう水巻の子ど
も」をスローガンに、学校・家庭・地域・行
政が一体となって子どもたちを見守り、健
やかな育成を目指しています。
　本校では、土曜日授業の日に「挨拶でつ
ながろう」を目標に、保護者・地域の方 と々
朝の挨拶運動を行っています。子どもたち
も一緒に行い、温かいあいさつの輪が広
がっています。
　また、11月には「子ども祭り」がありま
す。地域の方々や保護者へのお手伝いを
呼びかけ、校内でたくさんの楽しい遊びを
行うお祭りです。昨年度は「おやじの会」
が運営した「おばけ屋敷」が好評でした。
　祭りの後には子どもたちが、家庭・地域
の方々に心から「ありがとう」と感謝の気持
ちを伝え、心がつながる取り組みとなりま

した。
　これからも、学校・家庭・地域が一緒に
なって、子どもたちが主役となる取り組みを
目指していきます。

（頃末小PTA会長　岩本遼太）

学校・家庭・地域が一体となって…

京築

　本校は、苅田町の西部、山や田畑などの
豊かな自然に囲まれた地域にある全校児
童42名の小規模校です。全校で取り組む
活動が多く、「全校みんなが友達」という
温かな雰囲気が何よりの自慢です。
　20年ほど前から、地域の神楽保存団体
の方から指導を受けて、３・４年生
が神楽を演じる学習に取り組んで
います。３年生が奏楽を担当し、４
年生が演者として大蛇を操りなが
ら舞う神楽は、毎年６年生を送る
会の出し物として披露され、大好
評を博しています。
　他にも、地域の方の協力を得
て、校内で収穫した梅の実で梅
ジュースを作ったり、本格的な野
菜作りに挑戦したりするなど、地域
とのつながりに支えられた学習が

たくさんあります。
　PTAとしては、２年前に活動内容を精選
し、役員組織の再編を図りました。今後も
「できる人が、できるときに、できることを」
を合言葉にしながら、保護者がつながり、
子どもたちの学びを支えていきたいと思い
ます。

（片島小PTA会長　渡邊泰孝）

地域の良さを感じて

単Pが 主役！

６年生を送る会で、３・４年生が神楽を披露

福岡

　宇美小学校は、福岡県内外に子安の宮
として知られる宇美八幡宮の境内で開校し
て、令和５年に150周年を迎えました。
　古い歴史をもちつつも、一人１台のタブ
レット機器を活用した授業を推進するな
ど、新しい学びを取り入れた教育
に取り組んでいます。
　PTA活動としては、「できるひと
が、できるときに、できることを」を
基本方針とし、ボランティア参加
型の活動を推進しています。
　令和６年度は、校内や宇美八
幡宮境内の清掃活動におきまし
て、保護者や地域の方々に参加し
ていただき、児童たちと一緒に活
動することができました。
　また、福岡県の推進する「なが
ら防犯活動」を地域の方々へ呼び

かけています。一人一人の防犯意識が、多く
の子どもたちの安心・安全につながってい
くよう、取り組んでいます。
　これからも地域・家庭・学校が力を合わ
せて、子どもたちの成長を見守っていきま
す。

(宇美小PTA会長　髙倉誠)

PTA 活動を考える

北筑後

　大石小学校は、校区内に大石長野水道
の取水口と筑後川温泉を有し、豊かな自然
と歴史に恵まれた学校です。
　本校PTAは本年度、「学校・家庭・地域
一体となって子育てに取り組む」という活
動目標を掲げています。また、「生活習慣づ
くりの推進」を重点目標とし、①家族との
ふれあい　②ゲーム･スマホの約束　③早
寝早起きの３つの柱を中心に取り組みを進
めています。
　特に、毎学期「メディアコントロール週
間」を設け、各家庭で目標を設定し、学校
と保護者が連携し、取り組んでいます。こ
の活動は、メディアとの適切な付き合い方
や家庭での過ごし方を見直すきっかけとな
り、メディアの利用時間は減少傾向にあり
ます。
　また、自治協議会と連携したモルック大

会を通じて、子どもの体験活動を充実させ
るほか、近隣校のPTAやOBと協力し、毎年
門松づくりに取り組んだりしています。
　本年度からは、「誰でも参加しやすい
PTA」を目指し、活動内容の集約・精選を
進めるとともに、会議数を削減し、効率
的・効果的な運営に取り組んでいます。

（大石小PTA会長　佐藤智岳）

連携を大切にしたPTA

秋の宇美八幡宮の放生会の翌朝に子どもたちとPTAで清掃活動。
「できる人達が、できるときに、できることを」の一例です

筑豊

　稲築東義務教育学校は、令和５年４月に
開校した学校です。義務教育学校は、小・
中学校の区切りがなく、PTAも小・中学校
合わせて一つのPTAとして活動していま
す。
　本年度のPTAのテーマを「つながろう！」
とし、子どもと保護者がつながるために、子
どもたちが行っている地域清掃（５月）に
一緒に参加したり、朝のあいさつ運動（５・
９月）を行ったりしています。また、保護者
同士や保護者と先生方がつながるために、

ソフトバレーを行ったり、親子活動を行っ
たりしています。
　昨年度は、２月に開校記念の「稲東祭」
が開催され、PTAはバザーを行いました。

　今後も、子ども、保護者、先生方とのつ
ながりを大切にした活動を推進していきま
す。

（稲築東義務PTA会長　島崎洋子）

「つながろう！」稲築東 PTA
南筑後

　大溝小学校は、福岡県南西部に位置す
る三潴郡大木町の小学校です。大木町の
総面積の14％を堀（クリーク）が占め、「堀
の町」として有名です。
　２月２日に PTA、地域関係団体、地域
有志で組織する大溝校区活性化委員会主
催の「堀干し体験」を行いました。当日
は多くの児童生徒、保護者、教職員が参
加しました。地域の方から堀の歴史、堀
の大切さについて教えていただき、昔の
人々がどうやって今日まで堀を守ってきた

かを実際に堀に入ってみんなで体験しまし
た。泥だらけになって魚を捕まえたり、堀
の底に沈んだゴミをバケツでかき出したり
します。そのうちに体が泥の中にはまって、
もがいているところを地域のみんなで助け
たりもします。堀干し体験は、堀を守る大
変さ、堀の危なさを地域の方 と々一緒に身
をもって体験できるイベントです。
　このイベントを通じて、地域、学校、
家庭が連携して子どもたちを育てていくこ
とができたらと思います。

（大溝小PTA 顧問　中島伸吾）

大木の堀を知る堀を守る

★

★

★

★

★

「子ども祭り」は楽しい遊びが盛りだくさんでした

モルック大会の様子

水巻町立頃末小学校

苅田町立片島小学校

嘉麻市立稲築東義務教育学校

宇美町立宇美小学校

うきは市立大石小学校

大木町立大溝小学校

宇美八幡宮の清掃活動の様子

堀
干
し
ま
つ
り
〜
堀
干
し
を

体
験
す
る
児
童
・
生
徒
と

大
溝
校
区
活
性
化
協
議
会
の
方
々

泥
に
は
ま
り
そ
う
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
を
支
え
る
大
人
の
方

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

地
域
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ころすえ

かたしま

いなつきひがし

う　み

おおいし

おおみぞ

こ　やす



第317号 福 岡 県 P T A 　 連 合 会 機 関 紙（5）

PTA 通信

★

北九州

　北九州市に隣接する遠賀郡水巻町は、
５小２中で「みんなで育てよう水巻の子ど
も」をスローガンに、学校・家庭・地域・行
政が一体となって子どもたちを見守り、健
やかな育成を目指しています。
　本校では、土曜日授業の日に「挨拶でつ
ながろう」を目標に、保護者・地域の方 と々
朝の挨拶運動を行っています。子どもたち
も一緒に行い、温かいあいさつの輪が広
がっています。
　また、11月には「子ども祭り」がありま
す。地域の方々や保護者へのお手伝いを
呼びかけ、校内でたくさんの楽しい遊びを
行うお祭りです。昨年度は「おやじの会」
が運営した「おばけ屋敷」が好評でした。
　祭りの後には子どもたちが、家庭・地域
の方々に心から「ありがとう」と感謝の気持
ちを伝え、心がつながる取り組みとなりま

した。
　これからも、学校・家庭・地域が一緒に
なって、子どもたちが主役となる取り組みを
目指していきます。

（頃末小PTA会長　岩本遼太）

学校・家庭・地域が一体となって…

京築

　本校は、苅田町の西部、山や田畑などの
豊かな自然に囲まれた地域にある全校児
童42名の小規模校です。全校で取り組む
活動が多く、「全校みんなが友達」という
温かな雰囲気が何よりの自慢です。
　20年ほど前から、地域の神楽保存団体
の方から指導を受けて、３・４年生
が神楽を演じる学習に取り組んで
います。３年生が奏楽を担当し、４
年生が演者として大蛇を操りなが
ら舞う神楽は、毎年６年生を送る
会の出し物として披露され、大好
評を博しています。
　他にも、地域の方の協力を得
て、校内で収穫した梅の実で梅
ジュースを作ったり、本格的な野
菜作りに挑戦したりするなど、地域
とのつながりに支えられた学習が

たくさんあります。
　PTAとしては、２年前に活動内容を精選
し、役員組織の再編を図りました。今後も
「できる人が、できるときに、できることを」
を合言葉にしながら、保護者がつながり、
子どもたちの学びを支えていきたいと思い
ます。

（片島小PTA会長　渡邊泰孝）

地域の良さを感じて

単Pが 主役！

６年生を送る会で、３・４年生が神楽を披露

福岡

　宇美小学校は、福岡県内外に子安の宮
として知られる宇美八幡宮の境内で開校し
て、令和５年に150周年を迎えました。
　古い歴史をもちつつも、一人１台のタブ
レット機器を活用した授業を推進するな
ど、新しい学びを取り入れた教育
に取り組んでいます。
　PTA活動としては、「できるひと
が、できるときに、できることを」を
基本方針とし、ボランティア参加
型の活動を推進しています。
　令和６年度は、校内や宇美八
幡宮境内の清掃活動におきまし
て、保護者や地域の方々に参加し
ていただき、児童たちと一緒に活
動することができました。
　また、福岡県の推進する「なが
ら防犯活動」を地域の方々へ呼び

かけています。一人一人の防犯意識が、多く
の子どもたちの安心・安全につながってい
くよう、取り組んでいます。
　これからも地域・家庭・学校が力を合わ
せて、子どもたちの成長を見守っていきま
す。

(宇美小PTA会長　髙倉誠)

PTA 活動を考える

北筑後

　大石小学校は、校区内に大石長野水道
の取水口と筑後川温泉を有し、豊かな自然
と歴史に恵まれた学校です。
　本校PTAは本年度、「学校・家庭・地域
一体となって子育てに取り組む」という活
動目標を掲げています。また、「生活習慣づ
くりの推進」を重点目標とし、①家族との
ふれあい　②ゲーム･スマホの約束　③早
寝早起きの３つの柱を中心に取り組みを進
めています。
　特に、毎学期「メディアコントロール週
間」を設け、各家庭で目標を設定し、学校
と保護者が連携し、取り組んでいます。こ
の活動は、メディアとの適切な付き合い方
や家庭での過ごし方を見直すきっかけとな
り、メディアの利用時間は減少傾向にあり
ます。
　また、自治協議会と連携したモルック大

会を通じて、子どもの体験活動を充実させ
るほか、近隣校のPTAやOBと協力し、毎年
門松づくりに取り組んだりしています。
　本年度からは、「誰でも参加しやすい
PTA」を目指し、活動内容の集約・精選を
進めるとともに、会議数を削減し、効率
的・効果的な運営に取り組んでいます。

（大石小PTA会長　佐藤智岳）

連携を大切にしたPTA

秋の宇美八幡宮の放生会の翌朝に子どもたちとPTAで清掃活動。
「できる人達が、できるときに、できることを」の一例です

筑豊

　稲築東義務教育学校は、令和５年４月に
開校した学校です。義務教育学校は、小・
中学校の区切りがなく、PTAも小・中学校
合わせて一つのPTAとして活動していま
す。
　本年度のPTAのテーマを「つながろう！」
とし、子どもと保護者がつながるために、子
どもたちが行っている地域清掃（５月）に
一緒に参加したり、朝のあいさつ運動（５・
９月）を行ったりしています。また、保護者
同士や保護者と先生方がつながるために、

ソフトバレーを行ったり、親子活動を行っ
たりしています。
　昨年度は、２月に開校記念の「稲東祭」
が開催され、PTAはバザーを行いました。

　今後も、子ども、保護者、先生方とのつ
ながりを大切にした活動を推進していきま
す。

（稲築東義務PTA会長　島崎洋子）

「つながろう！」稲築東 PTA
南筑後

　大溝小学校は、福岡県南西部に位置す
る三潴郡大木町の小学校です。大木町の
総面積の14％を堀（クリーク）が占め、「堀
の町」として有名です。
　２月２日に PTA、地域関係団体、地域
有志で組織する大溝校区活性化委員会主
催の「堀干し体験」を行いました。当日
は多くの児童生徒、保護者、教職員が参
加しました。地域の方から堀の歴史、堀
の大切さについて教えていただき、昔の
人々がどうやって今日まで堀を守ってきた

かを実際に堀に入ってみんなで体験しまし
た。泥だらけになって魚を捕まえたり、堀
の底に沈んだゴミをバケツでかき出したり
します。そのうちに体が泥の中にはまって、
もがいているところを地域のみんなで助け
たりもします。堀干し体験は、堀を守る大
変さ、堀の危なさを地域の方 と々一緒に身
をもって体験できるイベントです。
　このイベントを通じて、地域、学校、
家庭が連携して子どもたちを育てていくこ
とができたらと思います。

（大溝小PTA 顧問　中島伸吾）

大木の堀を知る堀を守る

★

★

★

★

★

「子ども祭り」は楽しい遊びが盛りだくさんでした

モルック大会の様子

水巻町立頃末小学校

苅田町立片島小学校

嘉麻市立稲築東義務教育学校

宇美町立宇美小学校

うきは市立大石小学校

大木町立大溝小学校

宇美八幡宮の清掃活動の様子
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令和６年度　福岡県ＰＴＡ連合会

広報紙コンクール
受賞校決定！

受賞校の皆さん、
おめでとうございます！

　第33回広報紙コンクールが開催されました。小学校18校、中学校９校から寄せられた広報
紙の数々は、どれも作り手の想いが伝わる力作ぞろい！　「ＰＴＡ活動の紹介」「会員が関心を
もつ内容」「地域との連帯感」などの観点から1次・2次審査が行われ、福岡県教育委員会賞を
はじめ各賞が決定しました。受賞校の作品は日本ＰＴＡ広報紙コンクールへ推薦されます。

講評：福岡県教育庁 社会教育課講評：西日本新聞社 編集センター
大城 勲 氏

講評：福岡県PTA連合会
会長　鬼頭良典

　学校生活の様子が子どもたちの笑顔あふれ
る写真から鮮やかに伝わってきました。行事の
紹介にとどまらず、その内容に関連した地域の
情報や過去との比較、子育てに関する情報も盛
り込まれ、学校、家庭、地域を結ぶ架け橋となる
工夫が光りました。

保護者からの要望を受けた表紙デザイン、最
新情報を反映した学校案内、地域の児童数の
推移を意識した企画などに取り組みました。
また、広報紙を通した家庭での声かけの例な
ども掲載しました。

久留米市立長門石小学校
父母教師会

「NAGATOISHI」

　地域の情報や学校生活、進路に関する情報
等、保護者が気になる内容が随所に盛り込まれ
ており、どの内容も興味深いものでした。また、
生徒と保護者を対象にしたアンケート結果を
並べて公表するなど、家庭での会話が自然と生
まれる工夫が光りました。

子どもたちと考えた「制服の多様化」、先生方
との語らいの場「夜カフェ」や高校見学ツアー
など、PTA活動の復活で学校と保護者のつな
がりや絆を深める年になり、年間テーマとし
ました。

宇美町立宇美中学校PTA
「くすのき」

　最も印象的なのは一新されたというタイト
ル「桜原っ子応援隊」と、大人が円陣となって合
わせた手の写真で構成された160号の表紙で
す。お子さんへの思いがストレートに伝わりま
した。各号の特集、裏表紙の啓発記事など、企
画力やレイアウトも出色でした。

宇美町が運営する学校教育を支える組織に
ついて、分かりやすく伝えるためイラストを
使った組織図を掲載。裏表紙は先生方が伝え
たい思いを発信できるページとして固定化し
ました。

宇美町立桜原小学校PTA
「桜原っ子応援隊」

　とても見やすいデザインで、楽しくPTA
活動に取り組まれていることが伝わる広報
紙になっていることが高評価につながった
と思います。特に「ボラセン大解剖」という
特集を組まれ、PTA会員のニーズに即した
活動をアピールしているところも共感でき
ました。

入学説明会で配布する号外や保存版も
含め、１年間に計５回発行しました。広報
紙を手にとった会員から「参加できな
かった企画も楽しさが伝わる」などの声
を多くいただけました。

糸島市立南風小学校PTA
PTAだより「スマイル」

　「ひろば」という文字を３つ探すというア
イデアで、読み手の興味をひく内容になっ
ているところが素晴らしいと思います。
PTA活動だけでなく、「学校再編はどう
なっているの？」という特集で、会員に情報
提供がなされているところも高評価につな
がりました。

学校行事は学校通信や学年通信に掲載
されるため、私たちはPTAの活動そのも
のを掲載するよう心掛けました。題字デ
ザインを美術部の生徒にお願いし、紙面
の数カ所に掲載しています。

中間市立中間東中学校PTA
「ひろば」

　少ないページの中にPTA活動報告やお役立
ち情報、学校行事など濃密な情報が分かりやす
く、かつすっきりまとめられた構成力、レイアウ
ト力が素晴らしい。写真多めのカラフルな紙面
に簡潔な文章がより効果を発揮していて、各号
とも非常に高い完成度でした。

生徒・先生・保護者・地域をつなぐツールにす
るための企画に注力。二次元コードを活用し
てアンケート結果を見られる工夫や、職場イ
ンタビュー、地域懇談会などの記事の掲載に
取り組みました。

久留米市立牟田山中学校
父母教師会

「牟田山中学校
PTA会報 牟田山」
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第33回

　令和６年度の広報紙コンクールは小・中学校あわせて27校から
ご応募をいただきました。各校が子どもたちの催しの写真と共に、
PTAの活動内容や地域の方々との体験を詳しい文章で載せてあ
り、熱い想いが言葉にしっかりと表れた作品ばかりで感心いたしま
した。来年は皆さんの学校からの応募もお待ちしています。

（広報委員長　大谷仙覚）

審査を終えて…

１次審査・２次審査の様子。
企画からデザインまでクオリティの高い広報紙がそろい、審査員を悩ませました。
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〈問い合わせ先〉

【福岡県立青少年教育施設】

〇社会教育総合センター ☎092-947-3511
〇英彦山青年の家 ☎0947-85-0101
〇少年自然の家「玄海の家」 ☎0940-62-2511

自然体験活動の様
子
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令和６年度　福岡県ＰＴＡ連合会

広報紙コンクール
受賞校決定！

受賞校の皆さん、
おめでとうございます！

　第33回広報紙コンクールが開催されました。小学校18校、中学校９校から寄せられた広報
紙の数々は、どれも作り手の想いが伝わる力作ぞろい！　「ＰＴＡ活動の紹介」「会員が関心を
もつ内容」「地域との連帯感」などの観点から1次・2次審査が行われ、福岡県教育委員会賞を
はじめ各賞が決定しました。受賞校の作品は日本ＰＴＡ広報紙コンクールへ推薦されます。

講評：福岡県教育庁 社会教育課講評：西日本新聞社 編集センター
大城 勲 氏

講評：福岡県PTA連合会
会長　鬼頭良典

　学校生活の様子が子どもたちの笑顔あふれ
る写真から鮮やかに伝わってきました。行事の
紹介にとどまらず、その内容に関連した地域の
情報や過去との比較、子育てに関する情報も盛
り込まれ、学校、家庭、地域を結ぶ架け橋となる
工夫が光りました。

保護者からの要望を受けた表紙デザイン、最
新情報を反映した学校案内、地域の児童数の
推移を意識した企画などに取り組みました。
また、広報紙を通した家庭での声かけの例な
ども掲載しました。

久留米市立長門石小学校
父母教師会

「NAGATOISHI」

　地域の情報や学校生活、進路に関する情報
等、保護者が気になる内容が随所に盛り込まれ
ており、どの内容も興味深いものでした。また、
生徒と保護者を対象にしたアンケート結果を
並べて公表するなど、家庭での会話が自然と生
まれる工夫が光りました。

子どもたちと考えた「制服の多様化」、先生方
との語らいの場「夜カフェ」や高校見学ツアー
など、PTA活動の復活で学校と保護者のつな
がりや絆を深める年になり、年間テーマとし
ました。

宇美町立宇美中学校PTA
「くすのき」

　最も印象的なのは一新されたというタイト
ル「桜原っ子応援隊」と、大人が円陣となって合
わせた手の写真で構成された160号の表紙で
す。お子さんへの思いがストレートに伝わりま
した。各号の特集、裏表紙の啓発記事など、企
画力やレイアウトも出色でした。

宇美町が運営する学校教育を支える組織に
ついて、分かりやすく伝えるためイラストを
使った組織図を掲載。裏表紙は先生方が伝え
たい思いを発信できるページとして固定化し
ました。

宇美町立桜原小学校PTA
「桜原っ子応援隊」

　とても見やすいデザインで、楽しくPTA
活動に取り組まれていることが伝わる広報
紙になっていることが高評価につながった
と思います。特に「ボラセン大解剖」という
特集を組まれ、PTA会員のニーズに即した
活動をアピールしているところも共感でき
ました。

入学説明会で配布する号外や保存版も
含め、１年間に計５回発行しました。広報
紙を手にとった会員から「参加できな
かった企画も楽しさが伝わる」などの声
を多くいただけました。

糸島市立南風小学校PTA
PTAだより「スマイル」

　「ひろば」という文字を３つ探すというア
イデアで、読み手の興味をひく内容になっ
ているところが素晴らしいと思います。
PTA活動だけでなく、「学校再編はどう
なっているの？」という特集で、会員に情報
提供がなされているところも高評価につな
がりました。

学校行事は学校通信や学年通信に掲載
されるため、私たちはPTAの活動そのも
のを掲載するよう心掛けました。題字デ
ザインを美術部の生徒にお願いし、紙面
の数カ所に掲載しています。

中間市立中間東中学校PTA
「ひろば」

　少ないページの中にPTA活動報告やお役立
ち情報、学校行事など濃密な情報が分かりやす
く、かつすっきりまとめられた構成力、レイアウ
ト力が素晴らしい。写真多めのカラフルな紙面
に簡潔な文章がより効果を発揮していて、各号
とも非常に高い完成度でした。

生徒・先生・保護者・地域をつなぐツールにす
るための企画に注力。二次元コードを活用し
てアンケート結果を見られる工夫や、職場イ
ンタビュー、地域懇談会などの記事の掲載に
取り組みました。

久留米市立牟田山中学校
父母教師会

「牟田山中学校
PTA会報 牟田山」
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第33回

　令和６年度の広報紙コンクールは小・中学校あわせて27校から
ご応募をいただきました。各校が子どもたちの催しの写真と共に、
PTAの活動内容や地域の方々との体験を詳しい文章で載せてあ
り、熱い想いが言葉にしっかりと表れた作品ばかりで感心いたしま
した。来年は皆さんの学校からの応募もお待ちしています。

（広報委員長　大谷仙覚）

審査を終えて…

１次審査・２次審査の様子。
企画からデザインまでクオリティの高い広報紙がそろい、審査員を悩ませました。

となが いし

みう

さくらばる

みなかぜなかまひがし

た やまむ

た
い
し
ょ
う

ち
く

が
く
ぎ
ょ
う
い
ん

し

い
い
づ
か
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山際千津枝
の

物価高どうしましょう

─ マングースの独り言 ─ Vol.128

食べるってなあに
　久しぶりにスーパーマーケットで買い物をして、１品１品が小さな
値上がりに思えても、合計するとこんなにも財布に響くのだと愕然と
しました。なんとものんきな私です。老夫婦２人の家庭の買い物でこ
れですから、子育て中の皆さんはどれほど大変でしょうか。
　特にお米の値段は気になりますね。日本の家庭はお米をまとめて
買うので、支払額も大きくなり、お財布にひびきます。
　米が高くなったことへの対策をネットで調べると「パンを食べる」
「パスタにする」「おかずを増やす」と…。これはちょっと違うような
気がしませんか。安く買える店を見つけたり、安売り情報を見逃さな
いようにしたり、仲間との共同購入なども考えてみたいです。
　お米の値段は今おおよそ１kg1000円ほどです。１合は150gだから
150円。炊いてご飯になると300～350g、２倍以上に増えるのです。
お茶碗１杯分のご飯は約150g。１合を２人でいただくとしても１人75
円。パンに変えようと思うほどの価格の差を感じますか？　日本の
米の自給率はほぼ100％ですが、小麦は15％ほど。つまり85％は輸
入しているのです。私はお菓子も焼くので小麦粉も大切な食材では
ありますが、やはり米を中心にして食を考えたいと思っています。
　米はタンパク質を構成するアミノ酸のバランスが良いのも特長で

す。米は脱穀が簡単なので、粉に挽かず、粒のまま炊いて食べられる
ところが主食として有益だと考えています。粒だから粉食よりしっか
り噛まないと飲み込めません。ご飯を噛むと、こめかみや口周り、
ほっぺたがよく動くのです。これは頭を動かし、表情豊かに若 し々く
暮らすためにとても有益なことらしいです。ご飯は粒食であることを
もう一度心に留めておいてください。
　このコラムが読まれるころには、お米の価格が安定していることを
願いますが、対策として節約料理のレパートリーも増やしていただき
たいです。わが家の経済料理を１品紹介しましょう。

　甘くておいしく、息子（50歳過ぎましたが）が小さい頃の好物でし
た。今はYouTubeで節約料理が色 と々紹介されています。節約のた
めの情報交換も大いにしてほしいところです。子育て時代は仲間との
つながりが大切だと思います。

やまぎわ・ちづえ
食をコミュニケーションツールと考えている料理研究家。その他エッセイスト・テレビ、
ラジオのコメンテーター。現在は博多阪急デパートにおいて地下食品販売部アドバイザー
を務める。

＜材　料＞タマネギ２個（400gくらい）、ツナ缶やミンチ適量、油大さじ１、
　　　　　ケチャップ大さじ3、ウスターソース・しょうゆ各小さじ１
＜作り方＞タマネギは１cmのくし切りにし、油を敷いたフライパンでツナや
　　　　　ミンチと一緒に炒め、タマネギがしんなりしたらケチャップ、
　　　　　ウスターソース、しょうゆで味付けします。

身近な天体「月」を観察してみよう

【
先
生
】
月
は
地
球
の
周
り
を

ま
わ
る
、
地
球
に
最
も
近
い
天

体
で
す
（
表
）。
月
は
自
分
で

光
を
出
さ
ず
、
太
陽
の
光
が
当
た
っ
て
輝
く

た
め
、月
と
地
球
と
太
陽
の
位
置
に
よ
っ
て
、

月
の
見
え
方
が
変
わ
り
ま
す
（
図
１
）。

【
先
生
】
そ
れ
は
、
月
に
は
高

地
と
海
（
水
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
が
あ
る
か
ら
で

す
。
高
地
は
月
の
表
面
の
白
っ
ぽ
く
見
え
る

と
こ
ろ
（
表
面
の
約
65
％
）、
海
は
黒
っ
ぽ

く
見
え
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
地
は
隕
石
が
衝

突
し
て
で
き
た
丸
い
く
ぼ
み「
ク
レ
ー
タ
ー
」

が
多
く
、
主
に
白
い
岩
（
斜
長
石
を
多
く
含

む
岩
石
）
で
で
き
て
い
る
た
め
白
っ
ぽ
く
見

え
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
、
海
は
月
の
内
部
か
ら

噴
き
出
し
た
黒
い
溶
岩
（
玄
武
岩
質
）
が
ク

レ
ー
タ
ー
へ
流
れ
込
み
、
冷
え
て
固
ま
っ
た

岩
で
で
き
て
い
る
た
め
黒
っ
ぽ
く
見
え
ま

す
。

　
「
月
に
は
も
ち
つ
き
ウ
サ
ギ
が
い
る
」
と

い
う
の
は
、
こ
の
海
の
形
が
そ
う
見
え
る
か

ら
で
す
（
図
２
）。
月
の
模
様
が
ど
う
見
え

る
か
は
国
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
韓
国
や

中
国
で
は
、日
本
と
同
じ
よ
う
に
「
ウ
サ
ギ
」

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
「
本
を
読
む
お
ば
あ
さ
ん
」、
南
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
大
き
な
ハ
サ
ミ
を
も
っ
た
カ

ニ
」、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
で
は
「
ほ
え
て
い
る

ラ
イ
オ
ン
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
は
ど
ん
な
模
様
に
見
え
ま
す
か
？

【
先
生
】
月
の
模
様
を
観
察
し

た
い
の
で
あ
れ
ば
８
月
９
日

（
土
）
の
満
月
の
日
が
お
す
す

め
で
す
。
９
月
８
日
（
月
）
も
満
月
で
皆
既

月
食
が
起
こ
り
ま
す
。
月
食
は
未
明
か
ら
明

け
方
に
か
け
て
な
の
で
保
護
者
の
方
と
一
緒

に
観
察
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

月
は
形
を
変
え
て
昼
に
も
夜

に
も
見
え
る
け
ど
、
月
っ
て

ど
ん
な
天
体
で
す
か
？

月
の
表
面
に
は
「
も
ち
つ
き

ウ
サ
ギ
」
の
模
様
が
見
え
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
？

福
岡
県
青
少
年
科
学
館

★この記事に関する問い合わせ先
福岡県青少年科学館
福岡県久留米市東櫛原町1713
TEL ０９４２‒３７‒５５６６
FAX ０９４２‒３７‒３７７０

月
の
観
察
に
お
す
す
め
の
日

な
ど
あ
り
ま
す
か
？

【図１】

【
図
２
】

【表】

県Pホームページで情報発信中！
　福岡県PTA連合会（県P）のホームページでは、県Pの行事
や研修会のご案内、活動報告、各種資料の共有など、会員の皆
さまに役立つ情報を随時更新しています。スマートフォンやパ
ソコンからご覧いただけますので、ぜひご活用ください。

ブックマークしておくと
便利です！

◎
研
修
会
の
日
程
確
認

◎
資
料
の
閲
覧
も
O
K

⬅ホームページは
　こちら


